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産臨織

朝
な
朝
な
立
ち
出
で
て
見
る
白
梅

の
・
老
・
不
の
花
の
成
皿
り
永
き
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
水

圏
ち
つ
瀞
し
の

　　

@
竹
細
工
に
撚
戦

　
二
月
五
E
＼
町
子
連
と
町
老
連
の
合
同

主
催
に
よ
る
子
ど
も
会
創
作
大
会
が
役
場

駐
車
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
、

　
ム
フ
年
は
町
内
の
お
年
寄
り
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
ふ
れ
あ
い
を
持
ち
な
が
ら
創
作
活

動
を
や
っ
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
昔
な

が
ら
の
竹
と
ん
ぽ
と
竹
馬
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
こ
ど
も
の
中
に
は
初
め
て
竹

細
工
を
経
験
す
る
者
も
多
く
、
指
導
者
役

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
は
ナ
イ
フ
の
握
り

方
か
ら
作
り
方
、
そ
し
て
遊
び
方
ま
で
楽

し
く
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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人口5，600人（△5

　男　2，690人（△4

　女2，910人（△1

世帯数1，721戸（△3

　平成7年2月1日現在
　　　（　）は直前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています



磯8こ沸②　　　　　　ロ鞘どうご’り③

げる
月認詫雪

を告れ

勉坪谷路を400名がトライ

ず
よ
小

春のおと
第15回勿

早春の2月12日（日）

　
春
を
呼
ぶ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
と
し
て
県
内
で
も
す
っ
か
り
定
着
し
た
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は
今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
大
会
も
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
、
大
会
関
係
者
ら
は
「
開
会
間
際
に
な
っ
て
棄
権
者
が
で
る
の
で
は
…
」
と
た

い
へ
ん
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
会
場
と
な
っ
た
牧
水
公
園
に
は
今
年
も
町
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
や

応
援
者
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
一
方
記
録
の
方
は
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
た
め
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
い
っ
た
予
想
で
し
た
が
、
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
の
中
に
は
「
暑

さ
が
な
く
走
り
易
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
！
」
と
い
う
ラ
ン
ナ
ー
も
い
て
、
ど
う
や
ら
雨
が
も
た
ら
し
た
“
自
己
ベ
ス
ト
記
録
”
も
た

く
さ
ん
生
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

〔
中
学
生
3
キ
ロ
女
子
〕

一
位
　
井
ノ
ロ
裕
美
（
日
向
市
）
1
2

分
0
秒
、
二
位
長
友
香
（
南
郷
村
）

12

ｪ
2
4
秒
、
三
位
　
寺
原
芙
紀
子

（
坪
谷
）
1
2
分
4
5
秒

〔
中
学
生
5
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
甲
斐
智
章
（
延
岡
市
）
1
6
分

59

b
、
二
位
　
那
須
誠
戸
小
野
田
）

18

ｪ
1
0
秒
、
三
位
　
甲
斐
健
太
郎

（
日
向
市
）
1
8
分
1
1
秒

〔一

ﾊ
女
子
3
キ
ロ
4
9
歳
以
下
〕

一
位
　
澤
由
美
子
（
延
岡
市
）
1
4
分

8
秒
、
二
位
　
塩
月
英
．
r
（
福
瀬
）

15

ｪ
2
0
秒

〔一

ﾊ
女
子
3
キ
ロ
6
0
歳
以
上
〕

一
位
福
田
ヨ
シ
子
（
小
林
市
）
1
4

分
4
4
秒
、
二
位
　
菅
原
静
子
（
日
向

市
）
1
7
分
3
0
秒

〔一

ﾊ
女
子
5
キ
ロ
高
校
生
〕

一
位
　
日
吉
久
美
子
（
延
岡
市
）
2
0

分
5
5
秒

〔一

ﾊ
女
子
5
キ
ロ
4
9
歳
以
下
〕

一
位
原
田
美
穂
（
二
瀬
）
1
9
分
2
7

秒
、
二
位
太
鼓
房
江
（
え
び
の
市
）

23

ｪ
3
4
秒
、
三
位
　
日
高
里
美
（
日

向
市
）
2
5
分
2
秒

〔一

ﾊ
女
子
5
キ
ロ
5
0
歳
以
上
〕

一
位
　
黒
木
絹
子
（
鶴
野
内
）
2
2
分

12

b
、
二
位
　
三
宅
豊
子
（
延
岡
市
）

26

ｪ
1
秒
、
三
位
川
崎
サ
ダ
子
（
延

岡
市
）
2
6
分
2
1
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
高
校
生
〕

一
位
大
和
田
真
一
（
日
向
市
）
1
7

分
3
3
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
2
9
歳
以
下
〕

一
位
　
河
野
信
彦
（
都
農
町
）
1
6
分

41

b
、
二
位
　
海
野
達
也
〔
坪
谷
）

16

ｪ
4
5
秒
、
三
位
　
井
伊
史
彦
〔
坪

谷
）
1
7
分
3
9
秒

目一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
3
9
歳
以
下
〕

一
位
　
橋
本
旬
弘
（
門
川
町
）
1
6
分

37

b
、
二
位
田
中
和
広
（
南
郷
村
）

17

ｪ
0
秒
、
三
位
　
川
原
洋
信
（
田

野
）
1
8
分
1
9
秒

目一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
4
9
歳
以
下
〕

一
位
安
藤
和
行
（
門
川
町
）
1
6
分

34

b
、
二
位
江
入
一
義
（
延
岡
市
）

17

ｪ
4
4
秒
、
三
位
　
川
崎
薫
（
日
向

市
）
1
7
分
4
8
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
5
9
歳
以
下
〕

一
位
　
永
友
誌
昭
（
延
岡
市
）
1
7
分

42

b
、
二
位
斉
藤
和
洋
（
小
林
市
）

17

ｪ
5
9
秒
、
三
位
　
高
牟
礼
義
行

（
延
岡
市
）
1
9
分
9
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
6
9
歳
以
下
〕

一
位
　
大
平
通
則
（
小
林
市
）
1
9
分

37

b
、
二
位
佐
藤
幹
夫
（
延
岡
市
）

20

ｪ
1
0
秒
、
三
位
　
木
本
覚
（
西
郷

村
）
2
0
分
5
0
秒

〔一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
7
0
歳
以
上
〕

一
位
　
柞
木
直
吉
（
小
林
市
）
2
6
分

33

b
、
二
位
　
野
辺
種
雄
（
小
林
市
）

29

ｪ
3
5
秒

〔一

ﾊ
男
子
1
0
キ
ロ
〕

一
位
　
中
武
健
二
（
日
向
市
）
3
4
分

6
秒
、
二
位
飛
高
祐
治
（
都
農
町
＞

37

ｪ
1
6
秒
、
三
位
　
矢
津
田
守
正

（
南
郷
村
）
3
7
分
2
5
秒
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●
●
・
大
会
成
績
・
●
●

〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
〕

　
　
　
　
　
（
宣
言
タ
イ
ム
走

○
個
人
の
部

一
位
谷
悠
貴
（
日
向
市
）

0
秒
差
、
二
位
　
水
尾
政

貴
（
小
野
田
）
2
秒
差
、
三

位
　
那
須
恵
一
楼
（
日
向
市
）

2
秒
差

。
親
子
の
部

一
位
　
黒
木
一
臣
・
亜
里
紗
（
日
向

市
）
6
秒
差
、
二
位
　
柳
田
美
波
・

羽
奈
子
・
良
子
（
日
向
市
）
9
秒
差
、

三
位
芋
原
宏
美
・
洋
＝
八
重
原
｝

〔
小
学
3
・
4
年
生
3
キ
ロ
女
子
〕

一
位
杉
原
香
織
（
日
向
市
）
1
3
分

0
秒
、
二
位
　
佐
藤
恵
美
〔
小
野
田
）

13

ｪ
1
4
秒
目
三
位
　
杉
原
詩
織
（
日

向
市
）
1
3
分
1
4
秒

〔
小
学
3
・
4
年
生
3
キ
ロ
男
子
〕

一
位
黒
木
新
町
（
都
農
町
）
1
1
分

27

b
、
二
位
　
畝
原
光
弘
〔
小
野
田
「

11

ｪ
3
0
秒
、
三
位
　
黒
木
亮
太
（
都

農
町
）
1
1
分
3
2
秒

〔
小
学
5
・
6
年
生
3
キ
ロ
女
子
〕

一
位
　
東
芙
端
（
都
農
町
）
1
1
分
5
1

秒
、
二
位
　
伊
東
綾
（
日
向
市
）
1
2

分
4
秒
、
三
位
　
白
川
美
穂
（
都
農

町
）
1
2
分
2
2
秒

〔
小
学
5
・
6
年
置
3
キ
ロ
男
子
〕

一
位
　
服
部
達
哉
（
日
向
市
）
1
0
分

44

b
、
二
位
福
崎
弘
晃
（
延
岡
市
）

10

ｪ
4
8
秒
、
三
位
　
甲
斐
裕
章
（
日

向
市
）
1
0
分
5
2
秒

戦
後
と
共
に
歩
い
て
き
た
5
0
年

　　

@　

｡
、
私
た
ち
は

　　

@　

@　

@　

@　

熏
･
を
迎
え
ま
し
た

　
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
、
東
郷

町
合
同
金
婚
式
が
二
月
十
六
日
（
木
）

町
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
十
六
組
の
夫
婦
が
め
で
た

く
金
婚
を
迎
え
ら
れ
、
都
合
で
出
席

で
き
な
か
っ
た
三
組
の
夫
婦
を
除
い

た
十
三
組
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
十
三
組
全
て
の
夫
婦
に
町

長
か
ら
金
婚
証
書
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
夫
婦
も
新
婚
当
時
が
戦
時
中

か
ら
終
戦
に
か
け
て
の
混
乱
期
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
苦
労
し
た
時
代
を

思
い
出
し
た
の
か
、
終
始
感
慨
深
げ

岬な

l
子
で
し
た
。

め
で
た
く
金
婚
を
迎
え

ら
れ
た
1
6
組
の
こ
夫
婦

〔
寺
迫
〕

　
黒
木
一
郎
・
ト
ラ
子
夫
婦

　
高
瀬
美
智
男
・
ス
ミ
カ
夫
婦

　
植
野
　
一
・
フ
ヂ
子
夫
婦

　
高
瀬
利
喜
三
・
ス
ぐ
子
夫
婦

　
黒
木
　
稔
・
イ
チ
子
夫
婦

　
阿
部
重
水
・
静
夫
婦

〔
福
瀬
〕

　
川
口
末
弘
・
清
子
夫
婦

　
谷
口
義
公
・
チ
エ
子
夫
婦

　
こ
れ
か
ら
も
二
人
仲
良
く
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

撫饗㌶響〔
小
野
田
〕

　
柳
田
恒
雄
・
サ
エ
子
夫
婦

　
池
北
　
實
・
八
千
代
夫
婦

　
岩
永
　
績
・
マ
ツ
子
夫
婦

〔
鶴
野
内
〕

　
本
多
茂
市
・
ア
イ
夫
婦

　
寺
原
長
吉
・
イ
ト
エ
夫
婦

〔
田
野
〕

　
高
原
信
行
・
シ
ゲ
ノ
夫
婦

〔
越
表
〕

　
川
戸
久
夫
・
チ
ヨ
子
夫
婦

　
中
里
高
行
・
チ
ト
セ
夫
婦

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑳2111（14）まで〉★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14＞まで〉
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“環境保護”それは一人ひとりの意識の問題です

きアメリカをそ蹴玉々と飢てみると．鵬＆には
5

ダ

　　私は大学の頃環境俣護組合によく参加しました。今回は

　環境の閂題をとりあげてみたいと思います。

羅鴛饗驚1慧：錘

髪妻継｝∴1蓑蕪

　染の一番の大きな票天です。エネ1しギーを見れま＼ヨ本と

　世男の9％しか占めてない分にエネ1しギーは40％を使って

　し、ます。工笏、車等のヨ≡気ガスと家庭てのこみ焼却などに

　よ・り、いろいろな大きな閂題が発生して．’ます。劇えばオ

　ソンの習習です。オゾンがなくなるという事は太場からの

塗絵締雪翻雲訂二：灘を笑二鑑謂奮麟墓

　も変わることになります。そして南極と北極の氷河がだん

　だん溶けて．世界中の漕岸がだんだんなくなってきます。

i零1㌻奎『三章2鯉髭蒙爺∴∵7霧

インドネシア．そレて日本も影響を受けることになるよう　騰

です。　　　　　　　　　　　　　　鼻
先進玉は、世界人二の内25％になります。でも世智‡の

ア5％のゴミを作っています。剰と」てアイルランくのセE

間に捨てられるゴミの量はベルリンから中央アフリカまて

の貨物列車を満たすことができます。：ゴミの閤題はり入ひ

とりの意識の問題です。無駄なものは買わない、蔓い塗て

は避ける．買い物をする際自分の袋を持って行く＼プラス

チックの代わり［こ紙を使う・包装をできるだけ甑化する鋳
・・ ｱと等です。皆さんは将来の時代のため環境に優しくす
る人になるべきであります。大きな責任があるのでこれが蓼

ら皆さん藤りましよう・　　　　　罵

＜
町
の
古
紙
回
収
も
資
源
保

　
護
の
一
つ
と
し
て
は
じ
め

　
ら
れ
ま
し
た

ノ

零
ゑ
言
書
．
盤
導
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②
場
　
所
　
福
瀬
（
県
道
）

③
被
害
者
　
小
学
六
年
生
男
子

④
被
疑
者

　
☆
人
相
等
　
三
十
～
四
十
歳
ぐ

　
　
　
ら
い
の
男
、
背
広
（
紺
色
）

　
　
　
ネ
ク
タ
イ
、
面
長
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ス
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ソ
咀
）

　
　
　
　
、
　
／
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車
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普
通
自
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圏
回
回
回
凶
O

知
ら
な
い
人
の

　
　
車
に
は
絶
対

　
　
　
乗
ら
な
い
よ
う
に
〃

　
　
声
か
け
事
件
発
生

　
東
郷
駐
在
所
管
内
で
は
、
昨
年
十

二
月
六
日
と
今
年
「
月
二
十
五
日
に

そ
れ
ぞ
れ
小
学
生
の
下
校
時
間
帯
を

狙
っ
た
、
車
に
よ
る
「
声
か
け
事
件
」

が
二
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
二
件
と
も
、
小
学
生
が
車
に
乗
る

事
な
く
家
に
逃
げ
帰
り
無
事
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
春
に
な
る
と
、
戸
外
で

遊
ぶ
機
会
が
多
く
な
り
、
こ
の
種
の

事
件
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
で
は
、
「
日

ご
ろ
の
対
話
」
を
欠
か
す
事
な
く
、

十
分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
福
二
地
区
で
発
生
し
た
事
件
】

　
0
日
　
時
　
平
成
六
年
十
二
月
六

　
　
　
　
　
日
（
火
）
午
後
四
時
頃

　
②
場
　
所
　
福
瀬
（
県
道
）

　
③
被
害
者
　
小
学
六
年
生
男
子

　
　
車
の
中
か
ら
「
道
を
聞
き
た
い

　
　
の
で
車
に
乗
っ
て
く
れ
」
と
声

　
　
を
掛
け
ら
れ
た
が
六
年
生
が

　
　
「
僕
は
先
生
か
ら
、
知
ら
な
い
人

　
　
の
車
に
は
乗
る
な
と
言
わ
れ
て

　
　
い
る
」
と
断
る
と
、
ど
こ
か
へ

　
　
逃
走
し
た
。

こ
の
種
の
事
件
は
、
家
族
の
交
通
事

故
や
急
病
等
を
理
由
に
誘
い
込
む
、
知

り
合
い
を
決
め
込
む
、
親
切
心
を
表

面
に
出
す
等
の
言
動
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
家
庭
で
は
、
子
供
と
の
真
の

触
れ
合
い
を
多
く
も
ち
、
子
供
さ
ん

が
変
な
口
実
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
、

よ
く
教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
責
東
郷
駐
在
所
久
保
正
一

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
く
1
月
末
累
計
〔
　
）
内
は
当
月
分
V

日
向
市

門
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身
事
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森
林
の
適
正
な
管

県
知
事
か
ら
表
彰

二
丁

「
森
林
と
水
・
2
1
世
紀
へ
の
飛
躍
」

を
テ
ー
マ
に
、
二
月
一
日
、
宮
崎
市

で
開
催
さ
れ
た
9
5
宮
崎
県
森
林
・
林

業
、
木
材
産
業
振
興
大
会
に
お
い
て

寺
迫
生
産
森
林
組
合
（
田
代
忠
孝
組

合
長
・
組
合
員
数
一
一
八
名
）
が
林

業
部
門
の
林
業
経
営
の
部
で
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
寺
迫
生
産
森
林
組
合
は
昭
和
四
十

五
年
に
設
立
さ
れ
、
所
有
山
林
の
九
八

％
が
入
工
林
で
す
。
近
年
優
良
材
生

産
を
目
指
し
て
除
間
伐
、
枝
打
ち
等

の
森
林
造
成
事
業
や
利
用
間
伐
等
を

積
極
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
国
土
の

保
全
と
林
業
経
営
基
盤
の
確
立
に
向

阪
神
大
震
災

　　

@　

@
髄
虫
蘇
我
櫨

　
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
大
地
震

阪
神
大
震
災
で
は
多
く
の
方
々
が
亡

く
な
り
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
郷
町
で
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
冥
福
を
祈
り
、
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
い
災
害
義
援
金
の
受

付
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
義
援
金
の
受
付
は
当
分
の
間

引
き
つ
づ
き
行
な
い
ま
す
の
で
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
寺

。
日
本
赤
十
字
社
東
郷
町
分
区
受
付
分

　
　
　
　
2
2
8
4
9
7
8
円

○
土
一
同
募
金
会
東
郷
．
町
分
会
受
付
分

　
　
　
　
　
　
3
8
0
、
3
9
7
円

　
総
　
額
　
2
、
6
6
5
、
3
7
5
円

崎
県
支
部
及
び
宮
崎
県
共
同
募
金
会

を
通
じ
て
被
災
地
の
方
へ
送
金
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
ま
で
に
届
け
ら
れ
た
募
金

　
　
　
（
二
月
二
十
日
現
在
）

義
援
金
受
付
中

▲町内の小中学校等からもたくさ
んの義援金が寄せられました

▲平成6年度明るい選挙啓発ポ
スター募集（県内）で銀賞を
受賞した、坪谷中2年海野亜
由美さんの作品

迫
森
林
組
合

　
け
、
森
林
の
適
正
な
管
理
を
図
っ
て

　
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
な
お
、
森
林
組
合
の
作
業
班
員
の

　
部
で
坪
谷
の
稲
田
英
雄
さ
ん
も
知
事

　
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

理
が
認
め
ら
れ

明るく、正しく、きれいな選挙〃

　　　　　明日づくりの珊瑚葉

先月号からお送りしています選挙特集、2回目の今月は公

職選挙法で昨年改正された事項の中から、特に規制が強化さ

れた「連座制」についてQ＆A形式て留肥します。

なお今回紹介する内容を含め選挙に関するお問い合わせば

町選挙管理委員会事務局（役場総務課内）へおたずねください。

　
Q
1
連
座
制
と
は
何
で
す
か
？
・

④
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と
一

定
の
関
係
に
あ
る
も
の
が
買
収
二
等

の
罪
を
犯
し
刑
に
処
さ
れ
た
場
合
に

は
、
た
と
え
候
補
者
や
立
候
補
予
定

者
が
買
収
等
の
行
為
に
関
わ
っ
て
い

な
く
て
も
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者

本
人
に
つ
い
て
、
そ
の
選
挙
の
当
選

を
無
効
と
す
る
と
と
も
に
立
候
補
制

限
と
い
う
制
裁
を
科
す
制
度
で
す
。

　
Q
2
連
座
制
の
対
象
者
と
な
る
の

は
ど
ん
な
人
達
で
す
か
？

④
総
括
主
宰
者
、
出
納
責
任
者
、

地
域
主
宰
者
、
候
補
者
又
は
立
候
補

予
定
者
の
親
族
（
候
補
者
等
と
意
思

を
通
じ
て
選
挙
運
動
を
し
た
も
の
）
、

候
補
者
又
は
立
候
補
予
定
者
の
秘
書

（
候
補
者
等
と
意
思
を
通
じ
て
選
挙

運
動
を
し
た
も
の
）
、
組
織
的
選
挙
運

動
管
理
者
等
な
ど
で
す
。

　
Q
3
連
座
制
の
効
果
は
？
・

④
候
補
者
（
当
選
人
）
の
当
選
が

無
効
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
5
年
間

同
じ
選
挙
で
、
同
じ
選
挙
区
か
ら
立

候
補
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
Q
4
連
座
制
が
適
用
さ
れ
る
選
挙

犯
罪
で
買
収
罪
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

ん
な
行
為
が
買
収
罪
に
あ
た
り
ま
す

か
？

の
特
定
の
候
補
者
や
立
候
補
予
定

者
の
当
選
を
目
的
と
し
、
次
の
よ
う

な
行
為
を
行
う
と
買
収
罪
に
あ
た
り

ま
す
。
o
有
権
者
に
酒
や
食
事
を
提

供
す
る
。
o
有
権
者
を
温
泉
旅
行
や

観
劇
に
招
待
す
る
。
o
有
権
者
の
個

人
演
説
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め

に
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
有
権
者

を
会
場
ま
で
送
る
。
O
投
票
日
当
日

候
補
者
の
陣
営
が
有
権
者
を
バ
ス
で

投
票
所
ま
で
送
迎
す
る
。
o
車
上
運

動
員
（
い
わ
ゆ
る
う
ぐ
い
す
嬢
）
に

対
し
て
法
律
に
定
め
る
額
を
超
え
て

報
酬
を
支
払
う
。
O
選
挙
運
動
員
に

対
し
て
実
費
を
超
え
て
実
費
弁
償
と

し
て
金
を
支
払
う
。
○
法
律
上
報
酬

を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
運

動
に
従
事
す
る
者
以
外
の
選
挙
運
動

員
に
、
選
挙
運
動
（
例
え
ば
電
話
に

よ
る
選
挙
運
動
）
の
対
価
と
し
て
報

酬
を
支
払
う
等
が
あ
り
ま
す
。
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6　　　今年は3位に躍進
〃
　　　　一剣37回東臼杵郡青年団駅伝大会一

　　　1月22日旧〕

　毎年この時季に行なわれている本大会は、今年はコースを

一部変更し、牧水公園をスタートに東郷大橋経由で西郷村ニ
ューホーフニセンターをゴー1レとする30．6kmの9区間の間で行

なわれました，午前10時、スタートを合図する号砲と同時に

文宇どおりの花の一区女子ランナーが次の走者をめざして一

斉にとび出して行きました．

　本町チームの成績は昨年より順位を一つ上げ、参加9チー

ムの3位という成績を収め、また個人でも3人が区間賞をと　’

るなど、これまでの練習成果が十分発揮できた大会だったよ
うです．

ーコ〔亙＝【．■璽■」【茎二■＝－＝■＝匡． |】皿＝＝＝【コ［】【コ【コ【享】【蓋重裏藍一互一】＝ 垂一一　　亘一三一皇一一皇．三一＿一【

第2回かんあり山の音楽会

1月22日日1

　昨年に引き続き今回もチぞリティーとして行なわれた音楽

会は前回に比べ出演部門も増え、保育園児からおばあちゃん

まで総勢98名が歌や演奏などを披露しました

　出演者と一緒に手作りの音楽を楽しもうと訪れた観客らは

歌や演奏が終わる度に音楽に魅了された様子で盛んに大きな

拍手をおくっていました、

　プログラムが終わると今回売リ上げた入場料金全額と町内

の企業からの協賛金あわせて18万円が阪神大震災の義援金と

して町の共同募金会に贈られました．帽
、亀ぎ急転1
■．■ヨ＝】＝茎＝璽＝一］【】【！互夏二－x一一　　ム．

　　　　．ゲ大盛況

一≦＿　一．＿τ－三■工－璽＝■翼コ【工璽．コ【－■亙翼重三コ【■■裏三門互夏享軍z亙三【三7＝【三主．と三一三＝三二三二

「婦人祭」＆

「生きがいと健康づくり講演会」

　　1月29日日1

　　今年で17回目を迎えた町婦人祭が町文化センターで行なわ

　れました、今年も会員の代表による生活研究発表や各地区毎

　の芸能発表が行なわれました＝

　　また午後からは歌手・タレントなど幅広い活動をされてい
　るアグネス・チャン氏を迎えての生きがいと健康づくり講演　二

　会が行なわれ、一アグネスのみんな地球に生きるひと一と題’
　して講演をいただきました、会場を埋めつくした婦人らは、　：

賜獄秀潔窮震讐雪暗難’　驚．萱一L　盒』
　した．

至夏冥■一互＝璽7■．－璽■互璽二皿【一互＝裏－－一茎＝【垂＿三＝＝［コ【玉＝一「了互玉三霊隻＝璽．軍7ヌ「三一一　豊薯茎三Σ｛一＝一三7再旦」L二三翼7夏＝茎望7三一茎7翼一翼

造成2期工事が竣工

　　　　一長迫木材加工団地施設用地一

一　昨年度から3力年計画で開始された造成工事は、今年度は

福岡県小郡市にある陸ヒ自衛隊第9施設群が担当することに

なり昨年10月25日に着工しました．その工事も順調に進み予

定より1カ月程早く完成し、寒風吹きすさむ中、自衛隊関係

者や耳川流域8市町村の駅務関係者らが出席して竣工引渡し

式が行なわれました．

　式では作業隊長：から作業経過の報告がありその後施設群　　・、

長と町長の双ナゴで完成引渡書と確認受領書の交換があり　第ぞ

ました，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　3ぞ

議
羅
総

灘
ズ
婁

ド残磨煙
ゴ巴rり三貿

モ導“桜
‘ゆ艶戦＝

囑捌

　
易

与
〃
ミ
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一

男
さ
ん
（
4
1
歳
）

　
昭
和
五
十
年
に
ふ
る
さ
と
を
は

な
れ
、
現
在
は
設
立
十
】
年
目
に
な

る
と
い
う
建
築
・
設
計
を
専
心
と
し

た
工
務
店
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
年
五
・
六
回
の
沖
釣
り
と
月
一
・

二
回
程
度
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
に
毎

B
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
い
う

黒
木
さ
ん
、
現
在
は
奥
さ
ん
と
、
中

二
⊥
口
同
二
に
な
る
娘
さ
ん
二
人
の
四

人
家
族
で
幸
せ
な
毎
日
を
お
く
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

o
出
身
地

　
寺
迫
庭
田

O
現
在
の
住
所

　
埼
玉
県
越
谷
市

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
黒
木
邦
寛
さ
ん
（
兄
）

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
電
気
な
し

山
に
・
川
に
…
ふ
る
さ
と
が
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

夢
咲
く
ま
ち
づ
く
り

　
↓
七
～
八
年
前
の
話
で
す
が
、
産

業
道
路
が
で
き
る
ん
だ
よ
！
．
そ
ん
な
話

を
聞
い
た
時
夢
見
た
い
な
話
だ
な
。

数
年
後
に
帰
省
す
る
と
、
山
あ
い
を

抜
け
て
乱
川
の
方
ま
で
開
通
し
、
そ

れ
ま
で
の
砂
利
道
は
舗
装
さ
れ
路
線

　
仕
事
の
関
係
で
田
舎
を
離
れ
、
早

い
も
の
で
二
〇
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し

た
。
私
の
子
供
の
こ
ろ
は
、
四
季
折

々
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
実
家
の
庭
か
ら
見
る

尾
鈴
の
峰
を
背
に
し
た
畑
倉
山
は
、

毎
日
目
に
す
る
景
色
で
し
た
。
に
ぎ

り
飯
を
背
中
に
“
あ
ん
ち
ゃ
ん
”
（
諸

先
輩
方
）
に
連
れ
ら
れ
て
登
っ
た
事

も
三
〇
数
年
前
の
思
い
出
に
な
り
ま

す
。
当
時
、
畑
倉
山
に
は
テ
レ
ビ
中

継
所
が
で
き
た
事
も
有
っ
て
、
小
学

校
の
遠
足
で
も
登
り
ま
し
た
。
三
～

四
時
間
の
山
道
も
、
今
で
は
山
頂
付

近
ま
で
舗
装
さ
れ
、
“
い
ろ
は
坂
”
の

よ
う
で
す
。
夏
に
な
る
と
、
も
た
る

川
（
石
並
川
）
で
魚
釣
り
に
水
あ
び

に
『
ひ
が
な
い
ち
ん
ち
』
、
家
に
着
く

頃
に
は
陽
も
落
ち
て
、
お
ふ
く
ろ
に

よ
一
く
怒
ら
れ
ま
し
た
ね
。
又
、
水

が
き
れ
い
で
川
原
も
広
く
キ
ャ
ン
プ

グ
ル
ー
プ
も
多
く
て
、
い
ろ
い
ろ
と

バ
ス
も
走
っ
て
い
る
。
関
係
さ
れ
た

方
々
の
ご
協
力
、
御
努
力
の
賜
も
の

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
東
九
州

自
動
車
道
も
計
画
中
と
か
聞
き
ま
し

た
。
早
期
実
現
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
在
郷
時
、
　
一
～
二
年
の
間
で
す

☆
★

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

思
い
出
の
多
い
川
で
す
。
　
一
時
間
歩

い
て
通
っ
た
寺
迫
小
学
校
、
春
に
は

校
庭
い
っ
ぱ
い
に
咲
い
た
桜
の
花
、

今
で
も
変
わ
り
な
い
事
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
の
寄
稿
に
当
り
、
在
郷
時
代

を
懐
か
し
く
振
り
返
る
事
が
出
来
て
、

本
当
に
有
り
意
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
じ
ぞ
ん
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
ら

レ
地
蔵
坂
と
い
わ
れ
る
実
家
近
く
の
祠
を
建
替

え
る
た
め
埼
玉
か
ら
材
料
一
式
を
送
り
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
地
区
の
人
た
ち
と
｝
緒
に
作
業
を

行
な
い
ま
し
た
。
（
昨
年
六
月
）

が
寺
迫
地
区
の
青
年
活
動
に
参
加
し
、

杉
山
の
下
刈
り
に
、
又
、
ス
ポ
レ
ク

活
動
、
そ
の
後
に
焼
酎
を
囲
ん
で
将

来
を
語
り
合
っ
た
先
輩
方
、
恵
ま
れ

た
自
然
、
自
然
な
環
境
を
焦
る
こ
と

な
く
、
夢
と
共
に
秩
序
あ
る
行
政
規

模
の
開
発
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

香
を
焚
き
念
仏
と
な
え
こ
の
年
を
亡

　
夫
に
守
ら
れ
八
十
写
生
か
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

つ
ま
が
ノ

旧
き
て
転
び
し
我
を
孫
た
ち
の
小
さ

　
き
手
延
ば
し
支
え
て
く
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

餅
焼
き
て
太
き
を
選
び
し
孫
達
も
静

　
か
に
す
す
る
七
草
の
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

冬
ざ
れ
の
僅
か
残
り
し
野
花
摘
み
ス

　
キ
ッ
プ
軽
く
孫
帰
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

五
升
纏
繋
籔
噛

　
　
リ
　
　
ナ
じ
ワ

　
　
ご
響
〆
／
、
、
　
勇
私
　
国
作

黒
髪
を
騒
↑
．
る
事
一
な
　
　
．
畠
　
傷

　
害
者
な
る
妹
独
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
子

五
十
年
続
き
し
平
和
　
　
　
る
殉
国

　
の
士
ぞ
語
り
残
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

孫
達
は
バ
イ
バ
イ
手
を
振
り
正
月
の

　
三
日
を
す
ご
し
て
町
に
帰
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

お
つ

虚
ろ
な
る
冬
の
庭
先
こ
こ
か
し
こ
赤

　
き
実
映
ゑ
て
干
両
灯
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

御
船
出
の
伝
へ
と
ど
む
る
美
々
津
浜

　
初
日
の
光
り
平
し
射
し
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

淡
々
と
冬
日
及
び
て
咲
き
で
み
し
寒

　
蘭
の
花
今
日
は
散
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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▲題「でんしゃりょこう」

　　　　一戸の

那須愛美ちゃん5歳1

父：那須春夫さん

母：　厚子さん
O好きな食べ物は何ですか？

　シチュー

O好きな遊びは何ですか？

　ままごと

0大きくなったら何になり

　たいですか？

　ケーキ屋さん

　　　　福引の

黒木竜也くん／6歳）

母：黒木正子さん

O好きな食べ物は何ですか？

　カレーライス

O好きな遊びは何ですか？

　サ・ソカー

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　消防士

幽・《・

　　

ﾙ
犠

〆

・
舞
・

、
繁

酵

響へ
燭

曙

「

▼題「でんしゃりょこう」

（　　画　’

　　　」でイぜ｝齢裾柔
　　　へ　　｝ジ．一・じ一r暫　　　　　　　　『’晒
　　　ヨ　へ　　　　　　　　しい

　脅　　　ε㌻

三顧

・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
γ
・
Y
・
γ
・
Y
・
γ
・
γ
・
▼
・
Y
・
Y
・
↑
。
Y
・
Y
。
7
・
T
・
7
・
Y
・
7
・
†
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
▼
・
7
・
7
。
Y
・
V
・
Y
。
▼
・
▼
・
Y
．
Y
．
7
．
Y
．
7
．
Y
．
7
．
7
。
Y
・
Y

街腰当題

福町バイパス
沿道に春の花が
　　　お目！見え

　1月に開通した福瀬バイ

パスの下村集落入り口付近

では今春の色を付けたハン

ジーとノースポールの花690

本がドライバーや沿道を通

る人の目を和ませています。

　これは町の事業としては

じめられた“新ひむかづく

り花いっぱい運動”の一つ

として先月植栽されたもの

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
人
こ
め
回
し
す
こ
後
瀬
と
も
が

　
　
　
　
　
　
　
で
今
福
こ
ら
花

こにある3つの花壇は

地元福野区・福寿会・

小学校が管理を行なう

になっており、これか

四季を通していろんな

見られそうです。

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

旅
行
記
國
教
育
委
員
会

　
七
月
二
十
六
日
　
晴

　
今
日
は
、
更
に
南
の
キ
ラ
ー
ニ
ー

ま
で
の
長
旅
で
あ
る
。
キ
ラ
ー
二
一

に
来
て
初
め
て
山
を
見
た
。
こ
こ
は

国
立
公
園
で
、
園
内
に
は
湖
が
あ
り

静
か
で
美
し
い
所
で
あ
る
。

　
今
日
は
何
と
言
っ
て
も
「
乗
馬
」

の
経
験
を
し
た
。
二
班
に
別
れ
て
乗

馬
を
楽
し
ん
だ
が
、
私
の
乗
っ
た
馬

が
ど
う
し
て
も
言
う
こ
と
を
聞
い
て

く
れ
ず
に
何
回
と
な
く
落
ち
そ
う
に

な
り
、
後
ろ
か
ら
来
て
い
た
久
美
さ

ん
に
笑
わ
れ
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
．
、

　
ホ
テ
ル
に
向
か
う
バ
ス
で
は
、
こ

の
話
で
皆
の
疲
れ
を
い
や
す
に
充
分

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
は
、

考
え
て
い
た
よ
り
も
遠
く
の
海
岸
に

あ
り
、
着
い
た
の
も
遅
か
っ
た
せ
い

か
夕
食
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
戻

り
静
か
な
夜
だ
っ
た
。

　
七
月
二
十
七
日
　
晴

　
朝
早
く
起
き
て
、
ホ
テ
ル
近
く
の

海
岸
を
散
歩
し
て
み
た
。
避
暑
地
な

の
か
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
て
い
る
．
、
の
ど
か
で
あ

る
。
今
日
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
南
端

か
ら
ダ
ブ
リ
ン
に
近
い
キ
ル
ダ
ル
ま

で
の
長
い
長
い
旅
で
あ
る
。
そ
し
て

二
度
目
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
あ
る
。

　
バ
ス
の
中
で
は
、
そ
の
緊
張
感
が

海
　
野
　
誓
　
生

伝
わ
っ
て
く
る
。
夕
方
、
ホ
テ
ル
の

喫
茶
ル
ー
ム
で
の
対
面
で
あ
る
．
．

今
回
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
エ

デ
ル
の
友
人
の
ご
両
親
の
知
人
の
方

々
で
会
っ
て
み
て
安
心
し
た
。
気
さ

く
な
方
た
ち
で
生
徒
達
も
バ
ス
で
の

様
子
と
は
違
っ
て
余
裕
さ
え
感
じ
ら

れ
る
。
エ
デ
ル
は
相
変
わ
ら
ず
皆
の

問
を
飛
び
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
話
も
弾
み
、
各
家
族

と
共
に
ホ
テ
ル
を
後
に
し
た
．
．
私
た

ち
も
宿
泊
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
た
。

　し　ルリ

齢

墜専ゴ

ノ

纒賦
▲2回目のホームステイのため
　ホテルで対面（7／27）

■一　難整懸舞毅翻

曽笛

X　　嶺
淑げ、r一

　ゴ

▲乗馬の服装に着替えて
　いざ出発（7／26）
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ね

町
圃
⑳
窃
吟
9
邑
庭
窃
5
5
魯
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貸

〃
も
5
ず
ぐ
易
a
し
恥
ロ
皐
自

　
　
　
　
鳩
　
　
“
　
忽

【
東
郷
小
学
校
】
四
名
四
【
坪
谷
小
学
校
】

畝
紅
潮
里
（
芳
「
）
、
畝
原
由
佳
（
】

男
）
、
矢
野
哉
也
（
信
平
）
、
鈴
木
拓

人
（
雅
人
）
、
奈
須
愛
伊
香
（
信
幸
）
、

井
上
彩
（
敬
治
）
、
那
須
雄
太
（
美

寛
）
、
神
部
良
人
（
治
喜
）
、
那
須
賢

司
（
一
夫
）
、
佐
藤
寛
朗
（
清
美
）
、

黒
田
良
介
（
順
一
）
、
山
下
み
な
み

（
敦
子
）
、
田
口
恵
梨
華
（
峰
男
）
、
菊

池
佑
亮
（
幹
男
）
、
林
辰
也
（
繁
樹
）
、

矢
野
こ
ず
え
二
彦
）
、
清
家
幸
】

（
良
幸
）
、
寺
原
文
香
（
節
生
）
、
寺
原

千
裕
（
克
幸
）
、
川
口
大
地
（
洋
子
）
、

林
健
太
（
孝
雄
）
、
畝
原
勇
貴
（
綱

義
）
、
黒
木
健
太
（
美
喜
雄
）
、
黒
田

絵
美
（
正
）
、
清
水
修
平
（
邦
彦
）
、

福
田
依
代
（
誠
志
）
、
寺
原
希
美
（
修

二
）
、
中
村
由
香
里
（
政
司
）
、
　
那
須

愛
美
（
春
夫
）

【
高
瀬
小
学
校
】
9
名

田
中
宏
和
（
要
吉
）
、
黒
木
竜
也
（
正

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

子
）
、
田
中
か
お
り
（
敏
幸
）
、
長
渡

佳
保
里
（
耕
二
）
、
川
越
紗
織
（
重

義
）
、
平
野
由
佳
（
浩
二
）
、
木
村
元

樹
（
樹
朗
）
、
岩
本
明
子
（
久
夫
）
、

直
野
佑
季
（
誠
男
）

唱渇皿

の
三
月
二
＋
日
現
在
）
　
埋

7
名

田
口
勇
（
幸
人
）
、
和
田
】
幣
（
稔
）
、

水
野
和
也
（
和
徳
）
、
黒
田
晃
養
（
】

喜
）
、
矢
野
綾
香
（
等
）
、
稲
田
大
志

（
富
男
）
、
吉
田
佑
太
（
法
子
）

【
越
表
小
学
校
】
2
名

甲
斐
顕
大
（
實
）
、
山
元
香
苗
（
文

明
）

【
寺
迫
小
学
校
】
1
7
名

（
東
郷
町
）
7
名

植
野
瞬
（
浩
人
）
、
海
野
心
矢
（
傑
）
、

橋
口
奈
保
美
（
孝
夫
）
、
田
代
絵
理

（
優
）
、
黒
木
竜
太
（
光
博
）
、
樋
口
智

子
（
雅
＝
、
高
岡
政
志
（
広
志
）

（
日
向
市
）
1
0
名

橋
口
慶
太
（
英
樹
）
、
橋
口
悟
（
久

美
）
、
橋
口
秀
平
（
利
徳
）
、
吉
田
奈

穂
美
（
哲
哉
）
、
黒
木
佳
寿
（
晃
）
、
　
。

黒
木
奈
緒
（
浩
二
）
、
坂
本
修
一
（
興

朗
）
、
吉
村
彩
花
（
博
）
、
黒
木
建
士

郎
（
民
男
）
、
高
木
香
彩
（
富
士
夫
）

【
美
々
津
小
学
校

　
田
ノ
原
分
校
】
1
名

山
本
純
子
（
力
）

歯科医師会だより㊥

’

璽

　
今
回
は
、
局
部
床
義
歯

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

所
謂
取
り
外
し
型
の
部
分

入
れ
歯
の
こ
と
で
す
。
歯

を
連
続
し
て
3
本
4
本
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
失
っ

た
場
合
、
ど
う
し
て
も
固

定
性
の
ブ
リ
ッ
ジ
で
欠
損

部
を
回
復
す
る
こ
と
は
、
前
歯
部
を

除
い
て
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
場
合
に
利
用
さ
れ
る
の

が
局
部
床
義
歯
で
す
。

　
な
ん
と
言
っ
て
も
そ
の
長
所
は
、

残
っ
て
い
る
歯
を
ほ
と
ん
ど
削
ら
ず

に
す
む
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
、
咬
み
合
わ
せ
の
力
を
歯
と
顎

堤
（
歯
ぐ
き
）
に
分
散
で
き
る
の
で
、

歯
へ
の
負
担
が
緩
和
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
口
の
中
に
入
れ
た
時
に
異
物

感
が
非
常
に
強
く
、
慣
れ
る
の
に
少

し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
入

れ
歯
は
食
後
必
ず
は
ず
し
て
、
歯
と

入
れ
歯
を
別
々
に
清
掃
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
初
め
慣
れ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

入
れ
歯
も
、
痛
い
所
や
気
に
な
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

を
歯
科
医
院
で
調
整
し
て
い
く
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

少
し
ず
つ
な
じ
ん
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

　
入
れ
歯
は
、
人
口
蔵
器
の
一
つ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

あ
り
道
具
の
一
つ
で
す
。
使
う
側
も
吼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耶

使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
た
だ
の
異
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
事
も
初
　

め
の
う
ち
は
、
ご
は
ん
で
あ
れ
ば
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

分
粥
、
お
か
ず
も
煮
物
や
魚
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

た
柔
ら
か
い
食
べ
易
い
も
の
か
ら
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

め
る
と
い
っ
た
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤

ま
た
、
入
れ
歯
に
も
色
々
な
方
法
が

あ
り
ま
す
の
で
、
歯
科
医
師
に
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　　置　躍　凶w

鐸
…
…
…
…
…
圏
…
一
国
…
…
圏
…
…
…
鯛
：
鯛
圏
脚
四
…
…
…
…
…
死
闘
…
一
…
…
…
…
…
圏
隔
日
…
…
闘
脚
：
：
i
…
”
閃
…
…
…
…
…
…
圏
脚
n
…
…
…
…
…
讐
i
”
一
i
㎏

表
紙
へ
牧
水
O
一
た
、
の
解
説
一

　
牧
水
は
梅
の
花
も
愛
し
た
よ
う
で
、

「
梅
の
花
」
を
詠
ん
だ
歌
が
か
な
り
多

く
あ
り
ま
す
．
．

　
表
紙
の
「
朝
な
朝
な
」
の
歌
は
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
に
発
刊

し
た
第
九
歌
集
「
朝
の
歌
」
に
収
め

て
あ
り
、
「
梅
」
と
出
題
を
つ
け
て
七

首
詠
ん
で
い
る
中
の
一
首
で
す
。

　
こ
の
頃
、
牧
水
は
病
気
の
妻
喜
志

子
の
療
養
の
た
め
東
京
を
離
れ
て
神

奈
川
県
三
浦
郡
北
下
浦
村
に
転
居
し

て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
は
ま
こ
と
に
平
明

で
誰
に
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
「
朝
な
朝
な
」
は
毎
朝
と
い
う
意
味

渡
　
邊
　
邦
　
彦

で
す
。
牧
水
が
今
住
ん
で
い
る
家
の

庭
先
き
か
、
あ
る
い
は
近
く
に
梅
の

老
木
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
老
木
に
咲
い
て
い
る
白
梅
の

花
、
し
か
も
か
な
り
永
い
あ
い
だ
咲

い
て
い
る
こ
の
梅
の
花
を
、
毎
朝
毎

朝
、
牧
水
は
眺
め
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
日
も
牧
水
は
こ
の
老
木
に

咲
く
梅
の
花
を
静
か
に
眺
め
て
感
慨

に
ひ
た
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
町
内
で
も
梅
の
木
は
あ
ち
こ
ち
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
梅
の
木

は
か
な
り
老
木
で
も
花
の
季
節
が
巡

り
来
る
と
鮮
や
か
な
花
を
つ
け
私
達

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
す
が
す
が

し
く
し
て
く
れ
ま
す
．
．

　
な
お
、
梅
の
花
を
詠
ん
だ
牧
水
の

歌
を
も
う
　
首
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
の
花
今
や
咲
く
ら
ん
我
庵
の

　
柴
の
戸
あ
た
り
鶯
の
鳴
く

　
こ
れ
は
中
学
二
年
生
の
時
の
作
で

牧
水
が
短
歌
を
作
り
始
め
た
頃
の
作

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2川（14）まで〉
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町
営
住
宅

　
　
　
入
居
者
募
集

3
月
1
日
～
3
月
2
0
日

　　　　　お知らせ
く　〈イ：レフォメーショ：レ〉蕩〉

　
平
成
六
年
度
事
業
で
町
営
住
宅
を

坪
谷
地
区
に
四
戸
（
第
二
種
住
宅
）

寺
迫
地
区
に
八
戸
（
第
二
種
住
宅
四

戸
・
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
四
戸
）
を

建
設
中
で
す
．
、

　
こ
の
住
宅
へ
の
入
居
申
込
を
次
の

と
お
り
受
付
け
い
た
し
ま
す
．
希
望

さ
れ
る
方
は
期
間
中
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
　
3
月
1
日
困
か
ら

　
　
　
　
　
　
3
月
2
0
日
計
ま
で

▽
受
付
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
役
場
建
設
課

※
現
在
山
陰
団
地
及
び
坪
谷
団
地
に

数
戸
の
空
家
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
随

時
入
居
申
込
を
受
付
け
て
い
ま
す
．

住
民
票
の
続
柄
の

　
記
載
方
法
が

　
　
変
わ
り
ま
す

　
近
年
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意

識
の
高
揚
等
社
会
情
勢
の
変
化
に
即

し
、
世
帯
主
と
そ
の
f
供
と
の
続
柄

が
一
律
に
「
子
一
と
記
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
．

　
た
だ
し
、
今
回
の
変
更
は
、
住
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
戸
籍
等
に
示
さ
れ

る
よ
う
な
親
族
関
係
に
何
ら
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
記
載
方
法
の
変
更
は
、

平
成
七
年
三
月
】
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
青
年
国
内
研
修
生

　
　
　
　
募
集

　
郷
土
愛
を
培
い
、
豊
か
な
識
見
と

た
く
ま
し
い
実
践
力
に
富
む
青
年
の

育
成
を
目
的
に
国
内
研
修
を
実
施
し

ま
す
．
．

◇
研
修
地
　
沖
縄
県
宜
野
湾
市

◇
期
間
平
成
7
年
3
月
2
3
日
困

　
　
～
3
月
2
5
日
…
…
（
2
泊
3
日
）

◇
募
集
人
員
　
5
名

◇
参
段
資
格

　
①
町
内
に
居
住
し
て
い
る
1
8
歳
か

　
　
ら
2
7
歳
ま
で
の
心
身
と
も
に
健

　
　
康
な
者

　
②
事
前
研
修
か
ら
事
後
研
修
ま
で

　
　
参
加
で
き
る
者

◇
参
加
経
費
　
7
万
1
千
円
程
度

　
　
　
　
（
内
8
0
％
を
町
が
補
助
）

◇
申
込
受
付
　
3
月
7
日
鱒
ま
で
に

　
　
教
育
委
員
会
に
申
込
書
を
提
出

奨
学
生
募
集

　
平
成
七
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

■
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
5
年
以
上
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
者
。
ま
た
こ
れ
か
ら
学

校
に
進
学
す
る
者
。

圏
貸
与
申
込

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
し
込
む
人
も
継
続
の
人
も
在

学
証
明
書
を
必
ず
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
額
（
予
定
）

　
高
校
生
　
月
額
　
　
　
　
一
万
円

　
大
学
生
　
月
額
　
　
　
　
二
万
円

●
申
込
締
切
日

　
平
成
七
年
四
月
二
十
日
（
木
）

●
貸
与
決
定

　
五
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
総
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会

　
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
縦
覧
受
付

▽
期
間

▽
時
間

▽
場
所

2
月
2
3
日
内
～
3
月
9
日
困

毎
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
ま
で
（
土
日
含
む
）

役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

卒
園
・
卒
業
式
日
程

　
平
成
六
年
度
町
内
の
保
育
園
・
幼

稚
園
及
び
小
・
中
学
校
の
卒
園
・
卒

業
式
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
中
学
校
　
　
　
　
3
月
1
8
日
（
土
）

▽
書
聖
幼
稚
園

▽
小
学
校

▽
山
陰
保
育
園

▽
鶴
野
内
保
育
園

▽
東
郷
幼
稚
園

▽
坪
谷
幼
稚
園

▽
坪
谷
保
育
園

3
月
2
4
旦
金
）

3
月
2
5
旦
土
）

3
月
2
5
日
（
土
）

3
月
2
7
旦
月
）

3
月
2
7
旦
月
）

3
月
2
7
日
（
月
）

3
月
2
8
油
火
）

東
郷
霊
苑
（
火
葬
場
）
の
休
業

　
火
葬
炉
補
修
工
事
の
た
め
次
の
両

日
が
休
業
と
な
り
ま
す
。

　
3
月
2
5
日
（
土
∵
2
6
日
（
日
）

行
　
政
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
5
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
2
2
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
3
月
2
7
日
（
月
）
9
時
～
1
1
時

▽
場
所
　
役
場
職
員
駐
車
場
横

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
随
時

準
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
1
月
3
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
坪
谷
の
那
須
辿
さ
ん
か
ら

（
初
江
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
甲
斐
行
雄
さ
ん
か
ら

（
ツ
タ
エ
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
佐
土
原
の
三
尾
芳
子
さ
ん
か
ら

（
秀
夫
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
伊
藤
キ
ミ
子
さ
ん
か
ら

（
種
吉
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
佐
藤
貞
吉
さ
ん
か
ら

（
シ
ゲ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
谷
ロ
カ
ズ
子
さ
ん
か
ら

（
ト
メ
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
福
瀬
の
平
野
武
士
さ
ん
、
鶴
野
内

の
菊
池
英
男
さ
ん
か
ら
快
気
祝
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
、

出

一

＝

●

（一

雌
ﾍ
出
分
）

生
お
め
で
と
う

谷
口
ト
メ

橋
本
シ
ゲ

伊
藤
種
吉

甲
斐
ツ
タ
エ

氏
名

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

海
野
智
紀

三
浦
梢

赤
も
悪
名

89

ﾎ

86

ﾎ

83

ﾎ

83

ﾎ
年
齢

憲
明 辰

美

土
弄

小
野
田

鶴
野
内

小
當

小
當

住
所

下
表

田
野

住
所

★町回に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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